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B2Bアプリケーションの構築方法が大きく変化しつつあり
ます。Redpoint Ventures社の社長で、ベンチャーキャピタ
リストのパトリック・チェイス氏が指摘しているように、業界
のエキスパートたちはこの変化に気づいています。そして私
たちSnowflakeも、Powered by Snowflakeのパートナー
やエンタープライズカスタマーたちを通じてその変化を目
の当たりにしています。その変化とは、コネクテッドアプリ
ケーション、すなわち、データからコードを分離し、アプリ
ケーションのデータ処理をカスタマーのクラウドデータイン
フラストラクチャー上で行うSaaSアプリへの移行です。 

財務、マーケティング、セキュリティなど、さまざまな分野の
意思決定者たちがコネクテッドアプリケーションの導入を
選択しています。コネクテッドアプリケーションはデータサ
イロを生じさせず、大規模なAPI統合を構築および維持す
る必要がないからです。カスタマーのデータがカスタマー自
身の管理下に留まることは、機密データを扱う企業や厳し

いコンプライアンス規制に遵守する必要がある企業にとっ
て大きなメリットです。この新しいアプリケーションモデル
は、SaaSベンダーにとっても利益率の向上から新たな市場
や商機の開拓まで大きな可能性を秘めています。 

このeブックでは、コネクテッドアプリケーションの基礎につ
いて、SaaSプロバイダーのカスタマーの双方がコネクテッ
ドアプリケーションを好む理由を含めて説明します。また、
Snowflake上でコネクテッドアプリケーションを構築する方
法も詳しく紹介します。さらに、従来の「マネージド」アプリ
ケーションモデルとコネクテッドアプリケーションモデルの
どちらが自社のアプリケーション目標に適しているかを見
極めるのに役立ついくつかの要因についても概説します。

コネクテッドアプリケーションの台頭に伴う 
SaaSを取り巻く状況の変化
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最近まで、ビッグデータの能力はSaaSアプリケーションプロバイ
ダーの手に委ねられていました。カスタマー自身の環境では、必要
な規模と速度で実行できなかったからです。そのため、SaaSアプ
リプロバイダーの高性能なデータプラットフォーム内でカスタマー
のデータを処理するできるように、SaaSアプリケーションにカスタ
マーのデータを取り込む必要がありました。これにより、カスタマー
はデータの管理を手放さざるを得なくなりました。また、Snowflake
上で構築されていないアプリケーションの場合、データにアクセス
するためにSaaSアプリケーションごとにAPIパイプラインを構築し
て管理する必要がありました。

こうした従来型のモデルを実装したアプリケーションは、カスタマー
のデータが保管されたデータプラットフォームをプロバイダーが管理
するので「マネージドアプリケーション」と呼ばれます（図1を参照）。

Snowflake Data Cloud™をはじめとする最新のデータプラット
フォームが幅広く利用できるようになるにつれ、あらゆる規模の企
業が、ベンダーと同等の大規模な拡張性とコスト効率性を備えた
データプラットフォームの導入を進めています。これによりSaaSプロ
バイダーは、カスタマーの基盤データインフラストラクチャーに接続
するアプリケーション（このため、「コネクテッドアプリケーション」と
呼ばれます）を構築し、カスタマーのデータをプロバイダーのプラッ
トフォームにロードすることなく、カスタマーのデータプラットフォー
ム上で処理できるようになりました（図2を参照）。

Snowflake独自のアーキテクチャは常に、アプリケーション開発者
に多大な技術的優位性をもたらしてきました。マネージドアプリ
ケーションは、コンシューマーアプリケーションやその他多くのユー
スケースにとって優れた選択肢となります。しかし、ますます多くの
企業が、コネクテッドアプリケーションモデルが自社製品のさらなる
差別化、顧客価値の増大、Snowflakeとの共同市場開拓の改善に
役立つことに気付き始めています。コネクテッドアプリケーションが
SaaSのカスタマーとプロバイダーにどのようなメリットをもたらす
かについて、さらに詳しく見ていきましょう。

コネクテッドアプリケーションとは何か 

図1：マネージドアプリケーション方式では、各SaaSアプリケーションがカスタマーのデータを個別に保持します
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図2：コネクテッドアプリケーション方式では、SaaSプロバイダーがカスタマーのデータプラットフォームに接続します
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SaaSアプリケーションはエンドカスタマーに大きな利益を
もたらしてきましたが、それと同時に新しいデータサイロの
形成やデータ管理の放棄などの複雑さも生じさせてきまし
た。コネクテッドアプリケーションは、こうした問題のいくつ
かを解消できます。以下では、Snowflakeインスタンスと直
結するコネクテッドアプリケーションがカスタマーから選ば
れる理由を6つご紹介します。

コネクテッドアプリケーションはエンタープライズ全体
をカバーするシングル・ソース・オブ・トゥルース（信頼
できる唯一の情報源）を実現する
SaaSアプリケーションの爆発的な増加は、データの深刻な
断片化につながりました。Okta社の調査によると、2,000人
以上の従業員を有する回答企業は平均で187個のアプリ
ケーションを管理しています¹。SaaSアプリケーションにお
いてカスタマーのデータを従来のマネージド型モデルで管
理する場合、事実上アプリケーションごとに新しいサイロが
生じます。これによってデータが断片化し、カスタマーのデ
ジタルトランスフォーメーションとデータドリブン目標に遅
れが生じる可能性があります。 

一方、コネクテッドアプリケーションモデルの場合、データ
はカスタマーによって一元化され、各アプリケーションは
カスタマーのデータプラットフォームに接続します。これに
よりサイロが回避され、コラボレーションが促され、カスタ
マー自身がデータを管理できるようになります。

コネクテッドアプリケーションはAPI統合のバックログ
を防ぐ
マネージドアプリケーションの多くは、APIを介してカスタ
マーデータへのアクセスを提供しています。つまりカスタ
マーはアプリケーションごとにAPIパイプラインを構築、維持
しなければならず、大きな負担となります。ほとんどの企業
は多数のSaaSアプリケーションを使用しています。これは
企業が複数のパイプライン、膨大な統合バックログ、決して
一元化されないデータセットを抱えていることを意味しま
す。コネクテッドアプリケーションの場合、カスタマーのアプ
リケーションデータはカスタマーのSnowflakeインスタンス
内に常駐するため、API統合を構築、維持する必要はありま
せん。 

ここで1つ重要な注意事項があります。それは、マネージドア
プリケーションがSnowflake上で構築されている場合、API
の管理に関する懸念は生じないということです。この場合、
カスタマーはAPIではなくSnowflakeセキュアデータシェア
リング機能を使用して、自身のデータに簡単にアクセスでき
ます。

カスタマーがコネクテッドアプリケーションモデル
を好む理由

コネクテッドアプリケーションはカスタム分析を可能
にする
すべてのSaaSアプリケーションのデータがSnowflakeイン
スタンスに集約されるため、ビジネスユーザーは複数のア
プリケーションにまたがってデータセットをすることが簡単
にできます。たとえば、コンプライアンスアナリストであれ
ば、人事アプリケーションの退職記録とID管理サービスの
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https://docs.snowflake.com/ja/user-guide-data-share.html
https://docs.snowflake.com/ja/user-guide-data-share.html
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認証イベントを関連付ける必要が生じるかもしれません。
マーケティングマネージャーであれば、カスタマーサービス
アプリケーションからのサポートチケットデータとCRMから
のカスタマー購買履歴とを分析することで、オファーのター
ゲットを絞り込むことができます。このようなアプリケーショ
ン間分析を、複数のAPIインターフェイスにまたがって実行
することは困難でしょう。 

カスタマーは独自のデータガバナンスポリシーを適用
できる
カスタマーは、自身のアプリケーションデータを自身の
Snowflakeインスタンス上で管理することで、独自のデー
タガバナンスポリシーを一貫して適用できます。たとえば、
SaaSベンダーの中には、アクセスログや財務取引などの記
録を、数か月ごとにシステムから削除しているところもあり
ます。このことは、自社のコンプライアンスガイドラインがこ
れより長い（または短い）期間の記録保持を求めている場
合、特に問題となります。コネクテッドアプリケーションモデ
ルでは、カスタマーはSaaSプロバイダーの要件に対処する
必要はなくなり、独自の記録保持・保管ポリシーを柔軟に決
定できます。

コネクテッドアプリケーションはSaaSを高速化する
SaaSアプリケーションの動作が遅いとイライラすることが
ありますが、コネクテッドアプリケーションモデルを使用す
ればわめき散らすこと以外の対処が可能です。Snowflake
インスタンスを管理しているのがカスタマーである場合、カ
スタマーはSaaSプロバイダーが使用しているSnowflake
ウェアハウスを簡単に拡張して、アプリケーションの検索や
ダッシュボードを高速化できます。こうした高速化は、たとえ
ば忙しい監査の時期のみに一時的に行うことも、会社の成
長に合わせて永続的に行うこともできます。

コネクテッドアプリケーションはエンタープライズ全体
に実用的なレポートを提供する
ほとんどのSaasアプリケーションはある程度のレポート機
能を備えていますが、そのダッシュボードは基本的なもので
あり、すべてのデータへのアクセスは提供されず、ユーザー
によるアプリケーションへのサインインが必要です。コネ
クテッドアプリケーションでは、データはカスタマーのデー
タプラットフォームにあるため、Tableauのような標準的な
ツールを通じてアクセスしたり、エンタープライズBIレポート
で使用したりできます。CSVファイルをエクスポートしたり、
スクリーンショットを送信したりする必要はなくなります。
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コネクテッドアプリケーションモデルからメリットを得られ
るのは、カスタマーだけではありません。SaaSアプリケー
ションプロバイダーも同様に恩恵を受けられます。たとえ
ば、カスタマーがコネクテッドアプリケーションモデルを気
に入り、アプリケーションユーザーとして満足すれば、アプ
リケーションプロバイダーも満足します。SaaSプロバイダー
がコネクテッドアプリケーションを積極的に受け入れてい
るのは、アプリケーションサービスを差別化するチャンスが
得られること以外にもいくつか理由があります。以下ではそ
れらの理由について説明します。

Snowflakeの市場参入戦略との緊密な連携
Snowflakeは、消費ベースのセールスモデルを採用してお
り、Snowflakeの営業担当者は、カスタマーに価値を提供し
消費を促すことができる新しいユースケースやワークロー
ドを常に探しています。  そのため、コネクテッドアプリケー
ションを提供しているSaaSプロバイダーは、Snowflakeの
アカウントチームとの連携が強まり、Snowflakeのカスタ
マー基盤（2022年1月31日時点のカスタマー数は5,944）に
自社のアプリケーションを売り込む機会が増えるというメ
リットが得られます。

セールスサイクルにおける摩擦要因の減少 
見込み客は、自社のデータをSaaSプロバイダーのデータ
プラットフォームに保管する必要があるときに、コンプライ
アンスとセキュリティに関連する異議を唱えることがよくあ
ります。たとえば、多くのカスタマーには、データを特定のク
ラウドリージョンに保管しなければならないなどの明確な
データレジデンシー要件があります。 

コネクテッドアプリケーションモデルでは、データはカスタ
マーが選んだリージョンに留まるため、上記のような問題
は起こりません。新興企業のセキュリティ成熟度について懸
念する見込み客もいますが、コネクテッドアプリケーション
ならこの点も問題ありません。

利益率とROIの向上 
Snowflakeを基盤とするSaaSプロバイダーは、Snowflake
の消費ベースの価格モデルによってコスト効率性を高め
ることができます。アプリケーションプロバイダーは、コン
ピュートの料金を秒単位で、使用した分だけ支払います。
コネクテッドアプリケーションアプローチは、アプリケー
ションプロバイダーの利益率のさらなる向上に寄与します。
Snowflakeの消費と関連コストは、プロバイダーのシステム
ではなく、カスタマーのシステムで発生するからです。

これらはSaaSプロバイダーにとって大きなメリットです。さ
らに、Snowflakeとの統合も非常に簡単です。大抵の場合、
時間のかかるプラットフォーム再構築プロジェクトは不要
で、Snowflakeが提供するコネクターとサービスを双方向
の統合にすぐに活用できるため、SaaSプロバイダーのROI
が大幅に向上します。

SaaSプロバイダーにとってのコネクテッド 
アプリケーションモデルのメリット

好例：HuntersとNETGEAR

6

サイバーセキュリティ分野には、コネクテットアプリケーション
モデルのメリットを示す良い例があります。セキュリティチー
ムはこれまで、専用のセキュリティ情報およびイベント管理

（SIEM）ソリューション内でデータを収集していました。これら
のシステムは、エンタープライズの他のデータスタックとは別
に運用されるため、拡張性や柔軟性が大きく制限されます。そ
の結果、ほとんどのセキュリティ組織はビジネスの他の部門か
ら切り離された数多くのデータサイロと格闘する破目になりま
した。

これらの制限を解消し、クラウド業界におけるNETGEARのプ
レゼンスの急速な高まりに伴うセキュリティニーズを満たす
ため、NETGEARのグローバルサイバーセキュリティ部門統括
者のPallavi Damle氏は、データクラウドのコネクテッドアプリ
ケーションに目を向けました。こちらのブログ記事に記載され
ているとおり、Damle氏は専用SIEMソリューションから、セキュ
リティアナリティクスをNETGEARの他のアナリティクスワーク
ロードと一緒にSnowflake上で実行する方式へと移行するこ
とで、可視化目標とオートメーション目標を達成するとともに、
大幅なコスト削減を実現しました。このシフトは、NETGEARが
Hunters.AI社から購入したSaaSソリューションによって実現
されました。Powered by Snowflakeパートナーで、Snowflake 
Venturesのポートフォリオ企業であるHunters社は、カスタ
マーがスタンドアロンでもSnowflakeインスタンス上でも実行
できる脅威検知/対応機能を提供しています。

HuntersはセキュリティデータをNETGEARのSnowflakeアカウ
ントにロードし、NETGEARのSnowflakeコンピュートリソースを
利用してインターフェイスとオートメーションを強化していま
す。Huntersの脅威検知エンジンは、NETGEARのSnowflakeリ
ソースに直接アクセスすることで、より包括的かつ多様なデー
タセットを活用できます。早急の調査が必要なセキュリティイ
ンシデントが発生した場合、NETGEARの情報セキュリティチー
ムはクエリ能力を必要に応じて速やかに拡張できます。ウェア
ハウスのサイズを管理しているのはNETGEARであるからです。
この魅力的なモデルは、NETGEARがHuntersのカスタマーに
なる大きな決め手となりました。
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コネクテッドアプリケーションの仕組みを説明するにあた
り、SaaSソリューションの開発者について考えてみましょ
う。この開発者は、次回の広告キャンペーンでターゲットに
するカスタマーセグメントをさまざまなデータソースに基
づいて推奨するマーケティングアプリケーションなどを開発
します。図3で示すとおり、アプリケーションはカスタマーの
関連ソースからデータを収集し、必要に応じて処理します。
データはカスタマーのSnowflakeインスタンスに置かれた
ままです。次に、アプリケーションはデータに予測モデルを
適用し、カスタマーのSnowflakeインスタンス内の別のテー
ブルに結果を書き込みます。

コネクテッドアプリケーションのデータフローは、ユー
スケースに応じて異なります。たとえば、カスタマーの
Snowflakeインスタンスにアプリケーションが必要とするす
べてのデータがすでに含まれている場合、追加のロードは
必要ありません。

コネクテッドアプリケーションの仕組み

図3：典型的なコネクテッドアプリケーションのデータフロー
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図4は、複数のカスタマーがいる場合のデータフローを示し
ています。各カスタマーはそれぞれ自身のSnowflakeイン
スタンスにデータを保持しているので、マルチテナンシーは
不要です。

一方、マネージドアプリケーションとして構築された同じア
プリケーションは、図5に示すとおり、プロバイダーのマル
チテナントSnowflake インスタンスにすべてのカスタマー
データを保管できます。この場合、プロバイダーがデータを

図4：典型的なコネクテッドアプリケーションのデータフロー（複数のカスタマーがいる場合）
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データソース

カスタマー2のドメイン

データソース

ロードと
処理

ロードと
処理

マルチテナント

セキュアデータ
シェアリング*

管理するので、クレジットはプロバイダーのSnowflakeアカ
ウントで消費されます。

マネージドアプリケーションがSnowflake上で構築されて
いる場合、カスタマーはSnowflakeのセキュアデータシェア
リング機能を使用してデータにアクセスできます。これによ
りカスタマーは、APIパイプラインを構築して管理すること
なしに、自身のデータに即座にアクセスできます。

カスタマーがオンボードする方法
カスタマーがコネクテッドアプリケーションにオンボー
ドするには、この目的のための専用ユーザーを自身の
Snowflakeアカウントに作成し、新しいユーザーの認証情
報をアプリケーションにロードします。次に、ロールを使用し
てデータベース内におけるアプリケーションのアクセスを
制限します。カスタマーは、一元的な信頼できる情報源の中
で自身のデータを管理し続けます。

図5：典型的なマネージドアプリケーションのデータフロー
*マネージドアプリケーションがSnowflake上で構築されている場合に利用可能
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https://resources.snowflake.com/white-paper/design-patterns-for-building-multi-tenant-applications-on-snowflake
https://resources.snowflake.com/white-paper/design-patterns-for-building-multi-tenant-applications-on-snowflake
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コネクテッドアプリケーションモデルとマネージドアプリケーションモデルの両方をサポートする
アプリケーションを構築する
コネクテッドアプリケーションモデ

ルとマネージドアプリケーション

モデルは、互いを補い合うことが

できます。Snowflakeを利用してア

プリケーションを構築する場合は、

より広いマーケットに対応できる

よう、両モデルをサポートすること

を検討してください。Snowflakeア

カウントを持っている、または開設

できるカスタマーにはコネクテッ

ドアプリケーションとして、その他

のカスタマーにはマネージドアプ

リケーションとしてアプリケーショ

ンを構築できます。この場合、アプ

リケーションのプロバイダーは、カ

スタマーのSnowflakeインスタン

スが利用できる場合はカスタマー

のSnowflakeインスタンスに、利用

できない場合はプロバイダー自身

のSnowflakeインスタンスに接続

します（図6を参照）。

プロバイダーのドメイン
コネクテッド/マネージドアプリ

追加のエンリッチメントと
処理

カスタマー（SNOWFLAKEなし）

データソース

ロードと
処理

ロードと
処理

マルチテナント

カスタマー（SNOWFLAKEあり）

データソース Snowflakeインスタンス

追加の
エンリッチメントと

処理
セキュアデータ
シェアリング

9

図6：コネクテッドアプリケーションモデルとマネージドアプリケーションモデルの両方をサポートするアプリケーション
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コネクテッドアプリケーションでのデータのロード方法
アプリケーションのニーズに応じて、Kafkaなどのストリー
ミングサービスを使用してデータをストリーミングすること
も、クラウドオブジェクトストレージ内のバケットにデータを
ステージングすることもできます。次に、図7で示すとおり、
Snowflakeのサーバーレスな連続データインジェスション
サービスであるSnowpipeを使用して、データをカスタマー
のSnowflakeアカウントにロードします。 

ステージングバケットやストリーミングサービスは、カスタ
マーへの負担を避けるため、アプリケーションプロバイダー
側に置くことを推奨します。優れたコネクテッドアプリケー
ションでは一般に、カスタマーはSnowflakeデータクラウド
以外のインフラストラクチャーを管理する必要がありませ
ん。Snowflakeへのデータのロード方法に関する詳細につ

図7：コネクテッドアプリケーションでSnowflakeにデータをロードする

プロバイダーのドメイン

データソース コネクテッドアプリ

ストリーミングサービス

クラウドオブジェクト
ストレージ

カスタマーのSNOWFLAKE

カスタマーのドメイン

Snowpipe Snowflakeインスタンス

いては、SnowpipeおよびKafkaコネクターに関するドキュ
メントを参照してください。

コネクテッドアプリケーションでのデータのクエリ方法
カスタマーのSnowflakeインスタンスへのクエリは簡単
です。SnowflakeはANSI SQLに完全に準拠しているので、
SQLデータベースを使用するアプリケーションならどれで
も双方向のクエリサポートを簡単に実装できます。加えて、
アプリケーションは多様なプログラミング言語やサポー
ト対象コネクターを使用して、Snowflakeにクエリできま
す。Snowflakeコネクターとドライバーには、Node.js、Go、.
NET、JDBC、ODBC、PHP、Python、Sparkが含まれます。ま
た、SnowflakeのSQL REST APIを使用すれば、ドライバーを
デプロイして管理することなしに、簡単にSnowflakeにクエ

リできます。接続オプションの詳細については、Snowflakeの
コネクターとAPIに関するドキュメントを参照してください。

コネクテッドアプリケーションとSnowflakeは簡単に実統
合できます。Powered by Snowflakeのパートナーの経験に
よると、プロジェクトは通常、製品やチームに応じて6週間
から8週間で完了します。また、コネクテッドアプリケーショ
ンモデルでは、アプリケーションはSnowflakeカスタマーの
みに限定されません。コネクテッドアプリケーションを構築
するときに、複数のデータプラットフォームを対象にコネク
ターを追加できます。そのため、アプリケーションはカスタ
マーが使用するどのプラットフォームにも接続できます。
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https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/data-load-snowpipe-auto.html?_ga=2.56627438.559487589.1646758941-85226241.1623704010
https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/kafka-connector-overview.html?_ga=2.56627438.559487589.1646758941-85226241.1623704010#workflow-for-the-kafka-connector
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多くのSaaSプロバイダーがコネクテッドアプリケーション
に大きな期待を寄せていますが、マネージドアプリケーショ
ンモデルが重要なメリットをもたらす状況も数多く存在し
ます。たとえば、SaaSプロバイダーは、マネージドモデルが
フルマネージド型のサービスの提供を可能にし、ターゲッ
トにするカスタマーに柔軟性をもたらすことを理由に、マ
ネージドモデルを選択する場合があります。マネージドモデ
ルでは、オンボーディングプロセスや課金体系もシンプル
になります。 

重要なのは、異なるアプリケーションモデル間のトレードオ
フを理解し、それぞれのモデルが相互に排他的でないこと
を認識することです。多くの企業は、おそらく最初に一方の
モデルを採用し、その後、新しいビジネスやカスタマーニー
ズに基づいてもう一方のモデルを採用することで、時間の
経過とともに両方のモデルを導入します。

ここからは、御社の状況に最適なアプローチを選択する上
で役立ついくつかの質問をします。ユースケースはそれぞ
れ固有のものですので、御社のニーズに基づいて各要因を
検討してください。

御社のビジネスは、Snowflakeカスタマーへの共同
販売でメリットが得られるか

御社がアプリケーションをSnowflakeカスタマーに売り込
むことを計画している場合、コネクテッドアプリケーション
モデルの採用を検討することをお勧めします。そのほうが、
御社のマーケティング/セールスの取り組みとSnowflake
の市場参入戦略とがうまく連携するからです。コネクテッド
アプリケーションモデルはカスタマーに優れたメリットを
提供しつつ、Snowflakeアカウントの利用率も高めるので、
Snowflakeのセールス部門との強力なコラボレーションが
可能になります。

アプリケーションはコンシューマーや多数のカスタ
マーをターゲットとしているか
コンシューマー向けのアプリケーションの場合は、マネージ
ドアプリケーションモデルを選択した方がよいでしょう。コ
ネクテッドアプリケーションモデルでは、SaaSプロバイダー
がサポート対象のデータベースごとにコネクターを追加す

最適なアプリケーションモデルの選び方

る場合を除き、Snowflakeアカウントをすでに保有している
カスタマーのみが対象となるからです。同様に、大量のカス
タマーをターゲットとする場合、運用上大きな負担となる
ため、マネージドアプリケーションモデルのほうが適してい
ます。コネクテッドモデルでは、アプリケーションを各カスタ
マーのSnowflakeアカウントに接続する必要があるため、
運用上の負担が大きくなる可能性があるからです。

成
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プロダクトの利益率を上げたいのか、コストを削減し
たいのか
利益率とコストを重視する場合は、コネクテッドアプリケー
ションモデルのほうが有利になる可能性があります。コネ
クテッドアプリケーションモデルでは、Snowflakeの利用
料金（これはときにパートナーに販売される商品の原価
の大きな部分を占めることがあります）がカスタマーの
Snowflakeアカウントで発生するからです。カスタマーが負
担する合計コストはユースケースに応じて異なる場合があ
りますが、プロバイダーが負担するコストは一般に低くなり
ます。

アプリケーションで機密データを扱うか
御社のアプリケーションで個人識別情報（PII）または保護
医療情報（PHI）、あるいはデータレジデンシー規制に準拠
する必要があるデータを処理する場合は、カスタマーによ
るデータ管理が可能なコネクテッドアプリケーションモデ
ルがより良い選択肢となるでしょう。カスタマーにデータレ
ジデンシー要件がない場合でも、コネクテッドモデルを採
用することで、セールスサイクルにおける摩擦や必要な承
認を減らすことができます。

カスタマー全体にわたってデータを分析または活用す
るか
アプリケーション機能を提供するためにカスタマー全体に
わたってデータを分析する場合は（すべてのカスタマーが活
用できる汎用モデルを構築する場合など）、マネージドアプ
リケーションモデルが最適でしょう。御社がすべてのデータ
を保管し、管理するため、御社のアプリケーションでカスタ
マー全体に対してクエリを実行することがより簡単にでき
ます。

カスタマーはベンダーに縛られることを懸念しているか
カスタマーや見込み客が別のアプリケーションに切り替え
られるかどうかを懸念している場合は、コネクテッドアプリ
ケーションモデルを選択したほうが良いでしょう。御社はカ
スタマーのデータを管理しないため、カスタマーは必要に応
じて他のアプリケーションに容易に切り換えることができま
す。こうした柔軟性は、競争上の差別化要因になり得ます。

アプリケーションはSnowflakeのマルチテナント実装
からメリットを得られるか
Snowflakeは、マルチテナントテーブル（MTT）、テナント
ごとのオブジェクト（OPT）、およびテナントごとのアプリ
ケーション（APT）の3つのマルチテナンシーモデルを提供
しています。詳しくは、「Design Patterns for Multi-Tenant 
Applications on Snowflake（Snowflakeでのマルチテナン
トアプリケーションの設計パターン）」をご覧ください。MTT
またはOPT設計パターンを実装する場合は、御社が管理す
るSnowflakeインスタンスにカスタマーのデータを保管する
必要があります。そのため、マネージドアプリケーションモデ
ルを使用する必要があります。 

OPTまたはMTTソリューションの実装は、コネクテッドアプ
リケーションで必要とされるAPTモデルの実装よりもコスト
効率的で、運用もシンプルです。実際、APTテナンシー設計
パターンの場合、カスタマーごとに多くのオブジェクトを更
新する必要があり、運用上の負担が増大する可能性があり
ます。

フルマネージド型のサービスを提供して収益を増やし
たいか
カスタマーにフルマネージド型のサービスを提供して、
Snowflakeの消費量に関連する収益を獲得したいなら（利
益率が下がるとしても）、マネージドアプリケーションモデル
を選択したほうが良いでしょう。一部のカスタマーは、デー
タの管理やアプリケーションに必要なアカウントと認証情
報の作成がIT組織によってサポートされないなどの理由か
ら、フルマネージド型のサービスを好む場合があります。同
様に、アプリケーションの消費に関してSnowflakeに別途支
払いをするよりも、プロバイダーから予測可能な料金体系
を示されるほうを好むカスタマーもいるでしょう。 

加えて、すべてのインフラストラクチャーを管理することで、
御社がすべての運用とテクノロジーの選択をすべて掌握す
ることになります。たとえば、御社はアプリケーションのニー
ズとエクスペリエンスに基づいて、ウェアハウスのサイズを
選んだりルールを一時停止したりできます。また、クラウドプ
ロバイダーやリージョンを選択することもできます。
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https://developers.snowflake.com/wp-content/uploads/2021/05/Design-Patterns-for-Building-Multi-Tenant-Applications-on-Snowflake.pdf?_ga=2.165736698.559487589.1646758941-85226241.1623704010
https://developers.snowflake.com/wp-content/uploads/2021/05/Design-Patterns-for-Building-Multi-Tenant-Applications-on-Snowflake.pdf?_ga=2.165736698.559487589.1646758941-85226241.1623704010
https://developers.snowflake.com/wp-content/uploads/2021/05/Design-Patterns-for-Building-Multi-Tenant-Applications-on-Snowflake.pdf?_ga=2.165736698.559487589.1646758941-85226241.1623704010
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アプリケーションモデルを選択する際に考慮すべき8つの要因
次に示す各要因は特定のモデルに有利に働きます。意思決定をする際には、御社のユースケースに当てはまる要因について熟考し、両方のモデルを導入することも検討してください。

要因 有利なモデル 留意点

アプリケーションの販売対象は
Snowflakeカスタマー

コネクテッド •	 コネクテッドアプリケーションモデルはSnowflakeの市場参入戦略に沿っており、コラボレーションによってより多くのメリッ
トが得られるという利点があります。 

利益率を高めたいか コネクテッド •	 コネクテッドアプリケーションモデルは、Snowflake使用量をカスタマーのアカウントにシフトし、プロバイダーの利益率を向
上させます。

フルマネージド型のサービスを提供
したいか

マネージド •	 マネージドアプリケーションは、アプリケーションが必要とするデータインフラストラクチャーの管理や費用の負担からカスタ
マーを解放します。

カスタマーはベンダーの縛りを懸念
しているか

コネクテッド •	 コネクテッドアプリケーションモデルでは、カスタマーが自身のデータを管理するので、より簡単に他のアプリケーションへ
の切り替えができます。

アプリケーションは非常に多くのカ
スタマーをターゲットとしているか

マネージド •	 マネージドアプリケーションモデルは、多数のSnowflakeアカウントに接続するという負担がないため、よりシンプルです。

マルチテナントモデルの実装を予定
しているか

マネージド •	 MTTまたはOPT設計パターンでは、プロバイダーが管理するSnowflakeアカウントにカスタマーのデータを保管する必要が
あります。

アプリケーションで機密データを扱
うか

コネクテッド •	 コネクテッドアプリケーションモデルでは、機密データや個人識別情報はカスタマーによって管理されます。

アプリケーションでカスタマー全体
にわたってデータを活用するか

マネージド •	 アプリケーションの機能上、カスタマー全体のデータの分析やクエリが必要な場合、すべてのカスタマーのデータが一括管
理されるマネージドアプリケーションのほうがシンプルです。

成
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まとめ
新しいコネクテッドアプリケーションモデルは、単なる技術
的選択肢ではありません。カスタマーの基盤データインフラ
ストラクチャーに接続できなければ実現できない、新しい
ビジネス機会や収益モデルをもたらします。カスタマーは、
自身のデータを自身のプラットフォームに保管し、管理しな
がら、革新的なSaaSアプリケーションのクリティカルなサー
ビスやエンリッチメントからメリットを得ることができます。

コネクテッドアプリケーションモデルはマネージドアプリ
ケーションモデルを補完しますが、コネクテッドアプリケー
ションモデル自体にも重要な利点があります。まず初めに
両モデルのメリットとトレードオフを評価してから最初に使
用するモデルを選び、時間の経過とともにビジネスが成長
するにつれて両方のモデルを導入することを検討してくだ
さい。 

Snowflakeでアプリケーションを構築することのメリットに
ついて詳しくは、Powered by Snowflakeプログラムをご確
認ください。
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https://www.snowflake.com/partners/poweredbysnowflake/
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